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ミ

ト
ビ

ツ
ク
ス

９
月
１５
日

（日
）
、
市
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
３

「高
齢
者
等
避
難
」
が
発
せ
ら
れ
た
と
の
想
定
で
、
東
小

川
地
区
自
治
会
長
、
民
生
児
重
委
員
等
防
災
関
係
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
で
、
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
松
村
さ
ん
か
ら
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害
の

現
状
、
災
害
時
の
注
意
点
な
ど
の
講
話
と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
避
難
時
の
状
況
判
断
や
対
応
を
考
え

る
図
上
訓
練
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
し
た
。

飯
山
南
自
主
防
災
会
は
セ
ン
ダ
ー
避
難
所

開
設
と
同
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
訓

練
参
加
者
は
避
難
者
名
簿
の
記
入
や
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
＼
飯
山
高
校
看
護
科
２
年
生

（３０
名
）

に
よ
る
血
圧
測
定
や
応
急
救
護
の
訓
練
を
体

験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
村
さ
ん
か
ら
請
話
を
聴
き
、

民
生
児
童
委
員
等
を
中
心
に

（看
護
科
生
を

含
む
）
６
グ
ル
ー
プ

（１
グ
ル
ー
プ

ー０
名
）

に
分
か
れ
図
上
訓
練
を
行
い
、
司
会
、
善
記
、

発
表
者
を
決
め
、
次
の
３
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

支
援
ケ
ー
ス
ー
▼
丸
亀
市
か
ら
午
前
９
時
３０

分
、
「高
齢
者
等
避
難
」
が
発
令
、
要
支
援
者

を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
安
全
に
避
難
さ
せ

る
方
法
を
討
議

支
援
ケ
ー
ス
２
▼
三
度
目
の

「高
齢
者
等
避

難
」
が
午
後
４
時
３０
分
発
令
、
夕
刻
か
ら
夜

間
の
避
難
方
法
＼
要
す
る
時
間
、
避
難
経
路

上
の
危
険
度
、
降
雨
の
状
況
含
め
て
討
議

支
援
ケ
ー
ス
３
▼
午
前
１０
時
、
最
初
か
ら
警

戒
レ
ベ
ル
４

「避
難
指
示
」
が
発
令
、
要
支

援
者
へ
の
対
応
や
避
難
場
所
、
方
法
を
討
議

東
小
川
地
区
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

ダ
ー
ヘ
の
避
難
は
、
県
道
丸
亀
岡
田
線
か
ら

善
通
寺
綾
歌
線
経
由
、
島
田
交
差
点
を
経
て

国
道
を
南
進
し
て
、
セ
ン
ダ
ー
ヘ
向
か
う
経

路
が
遠
回
り
と
な
る
が
寮
全
で
あ
る
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

松
村
さ
ん
は
避
難
支
援
で

「正
解
」
も

「不

正
解
」
も
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、　
一

人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
実
際
に

各
ケ
ー
ス
の
状
況
に
応
じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
具
体
的
に
考
え

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

当
日
は
、
女
性
防
火
グ
ラ
ブ
指
導
の
非
常

食
づ
く
り
、市
社
協
石
原
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
車
い
す
の
取
り
扱
い
や
支
援
の
在
り

方
を
実
演
、
指
導
も
あ
り
ま
し
た
。

赳

警
戒
レ
ベ
ル
３
審
同
齢
者
等
避
難
」
想
定
の
避
難
時
リ
ー
ダ
ー
研
修

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
訓
練
（東
小
川
地
区
）
１
１
１
人
参
加

研修チ旨導
I

図削イ東`

丸亀市飯山町下法軍寺69卜6

oo0120日0フE8848
9:30～ 19i00 火曜日定体

http://www.hayashiya‐ group com/

◎撚あ
きもの と帯

/AM9:00～PM7:00

地域社会の皆様と共に
丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 087フロ86D3666

漁」A否川呈

TEL 0877-98‐ 3263
FAX 0877-98‐ 6995

丸亀市飯山町下法軍寺545‐ 可

飯山支店
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ど
あ
ん
，な
い

保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】
血
圧
測
定
・体
組
成
測
定
。検
尿

【日
時
】
１０
月
１６
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】
第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
方
は
健
康
手
帳
・検
診
結
果

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

法
の
郷
公
園

管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
な

っ
て
い

る
法
の
郷
公
園
の
草
花
の
世
話
、
樹
木
の
手

入
れ
な
ど
の
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。小
⊂
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
ま
で
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

Ｉ
Ｉ

一つ
「Ｏ
「
コ
コ
〕
雪
０
コ

・１
，

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ご
協
力
の
お
願
い

「法
の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
２
０
２
４
」

で
飯
山
南
地
区
福
祉

マ
マ
が
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
不
要
な
未
使
用
の
贈
答
品
。

日
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、卦
⊂
提
供

く
だ
さ
い
。

（食
料
品
・衣
料
品
畠
電
気
製
品
は
の
ぞ
く
）

【受
付
期
間
】
１０
月
１９
日
（土
）
ま
で

【受
付
場
所
】飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

コミュニァィ

功労賞表彰

株屋根 明さん

自治会

功労者表彰

飯山南ダウン自治会長

佐野宏樹さん

令
租
６
年
度
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。自
治
会

長
研
修
会
が
８
月
２５
日
、市
生
涯
学
習
セ
ン

ダ
ー
で
開
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

£
Ⅷ
鞘
ュ
中
〓
ア
ィ
ニ
日
治

〈
至
辺
ガ
表
霊
）

飯山南
保育所

『みんなの平和を願つて』
～人権集会～ 躍黒 親子一斉清掃・夏休み作品展

8月 25日 (日 )の「親子一斉清掃」では、早朝
にもかかわらず、たくさんの親子が集まり汗を

流しました。夏休み中に生い茂つた車を抜いたり、枯れ

葉や泥が溜まった溝を掃除したり、学級園の上作りをし

たりと、親子でふれあいながら学校の環境整備にご協

力いただきました。見違えるくらいさつぱりとした運動

場や中庭では、2学期に入り、子どもたちが笑顔いつぱ

いに過ごす様子が見られます。

また、「夏休み作品展」

は、今年も力作揃いで、ど

の作品からも充実した夏体

みを過ごした子どもたちの

姿が浮かんできました。

飯山南保育所では、年5回

人権集会「グローバーのつど

い」を行つています。8月 9日には、戦

争とは何か、そして平不日であることの

大切さを職員劇や絵本を通して子ど

もたちと一緒に考えました。自分の

気持ちを正直に話すことや、相手の

気持ちを考えることで分かり合える

など、子どもたち 人ひとりが考え、
感じていました。

毎年、全家庭および全職員が千羽鶴を折り「世界の

みんなが笑顔で過ごせますように」という平不日の願い

を込めて、広島平不日公園の原爆の子の像のもとへ奉納

しています。

当たり前の日常

がどれだけ大切な

事か、戦争は絶対に

いけないことをこれ

からも子どもたちに

伝え、一緒に考え続

けていきたいと思つ

ています。

Ⅷ
湖
南
空
手
道
数
室
冨
堅
匙
睡

初
め
て
の
方
も
、

是
非
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
】毎
週
土
曜
日

‐８
時
３。
分
～
２。
時
３０
分

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

【対
象
】幼
児
～
大
人

【月
謝
】月
１
５
０
０
円

【問
合
】
三
宅
容
０
９
０
‐２
７
８
５
１９
５
２
１

生
遅
学
習

ク
ラ
ブ

イ
／

Ｆ
″
´

〈〈〈 Yett 〉〉〉

エール
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「建
物
や
設
備
の
価
値
を
確
保
し

お
客
様
の
財
産
や
資
産
を
守
る
」

株
式
ハ蕊

ト
ー
タ
ス
サ
ー
ビ
ス

弊
社
は
、
飲
料
水
専

用
貯
水
槽
の
業
を
主
と

し
た
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
会
社
で
、
お

客
様
の
大
切
な
財
産
で

あ
る
建
築
物
の
、
快
適

か
つ
衛
生
的
環
境
を
持

続
す
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

貯
水
槽
に
関
し
て

＋ひ
、
主目

掃
占
〔検
か
ら
修
繕
工
事
、

新
設
、
リ
ユ
ー
ス
タ
ン
ク
販

士Ｔ
レ
ン
タ
ル
ま
で
す
べ
て

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
経
年

劣
化
だ
け
で
な
く
、
近
年

多
発
し
て
い
る
地
震
や
異

常
気
象
の
影
響
で
、
あ
る

日
突
然
、
断
水
が
起
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
の
定
期
的
な
清

掃
お
よ
び
点
検
と
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と

で
安
心
安
全
な
飲
料
水
を
確
保
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、弊
社
で
は
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
洗
浄
、太

陽
光
パ
ネ
ル
の
洗
浄
、
美
装
作
業
な
ど
も

承
っ
て
い
ま
す
。

一
弊
社
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
と

し
て
、
信
頼
し
て
任
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に

「真
面
目
に
、当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
行
い
『あ
り
が
と
う
』
と
言
わ
れ
、
信
頼
関

係
を
築
き
、
守
る
」
と
い
う
企
業
理
念
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

「効
を
築
く
際
に
、
大
き
な
石
だ
け
で
基

礎
を
造
れ
ば
、
ひ
と
つ
壊
れ
る
と
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
小
さ
な
石
で
基
礎
を

造
っ
て
い
れ
ば
ひ
と
つ
壊
れ
て
も
ダ
メ
ー
ジ

は
小
さ
い
。
小
さ
な
こ
と
を
こ
つ

∝
つ
積
み

上
げ
て
築
き
上
げ
た
も
の
は
、
何
事
に
も
ゆ

る
ぎ
な
い
も
の
に
な
る
」

創
業
当
初
か
ら
、
社
長
の
こ
の
考
え
に
基

づ
き
、
お
客
様
や
元
請
様
か
ら
の
要
望
に
対

し
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
関
わ
っ
た
方
か
ら
さ
ら
に
紹
介
さ

れ
た
方
へ
と
仕
事
を
見
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
、
そ
の
つ
な
が
り
の
繰
り
返
し

が
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
企
業
理
念
に
忠

実
に
、
お
客
様
の
二
十
ズ
に
お
応
え
し
「あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
社
員

一
同
躍
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
貯

水
槽
の
こ
と
で
困
り
ご
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
み

盤
動
す

石

は
た
な
た

一
守ン

'輛

諷i・

清掃後や 清掃前や

・
，

叫
～

‐‐―‐‐
為

こ

れ

株式会社トータスサービス

飯山町上法軍寺858-1

盗56-8201

一跡」
曲電

環
講

《白
鳥
神
社
》

＝
奉
拝

大
鳥
居
か
ら
神
殿

【
讃
留
霊
王
伝
承
認
シ
リ
ー
ズ

ｖｏ‐Ｌ
　
　
車乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

○
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

○
白
鳥
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４
十
五
‐
①
】

《白
旨
煙
碑
洋
貴
し
る
と
り
じ
ん
じ
や
）》

鎮

座

地
　
東
か
が
わ
市
松
原
６９

神
社
由
緒
　
日
本
武
尊
は
亀
山
市
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
能
褒
野

陵
そ
し
て
大
和
國
琴
弾
原
陵
　
河
内
国
旧
市
陵
さ
ら

に
飛
ん
で
讃
岐
国
大
内
部
の
鵠
内
に
止
ま
る
、
よ
っ

て
こ
こ
に
神
陵
を
建
て
さ
せ
る
。
第
十
三
代
成
務
天

皇
時
代
（西
暦
１
３
１
～
１
９
１
年
）
頃
に
日
本
武
尊

の
御
子
、
０
武
鼓
王
（讃
留
霊
王
）
を
讃
岐
に
封
じ

以
っ
て
神
廟
を
鑑
（か
ん
が
み
）
せ
し
め
た
ま
ひ
、
△フ

の
神
社
地
は
そ
の
跡
な
り
。

参
考
文
献
　
『香
川
縣
神
社
誌
」
発
行
所
香
川
縣
神
職
會

参
考
年
表
　
『日
本
逆
算
年
表
』
発
行
所
（株
）宇
佐
美
松
鶴
堂
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ふ
　
え
　
き

「ワ
ゅ
う
こ

つヽ

～
課
題
解
決
の
た
め
の

計
画
づ
く
り
（２
）
～

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
「ゴ
リ
ラ
研
究
」
を

行
う
た
め
に
立
て
た
計
画
が
次
の
通
り
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
日
本
中
の
動
物
園
で
ゴ
リ
ラ
を

飼
育
し
て
い
る
公
園
を
リ
ス
ト
ア
ツ
プ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
園
の
ゴ
リ
ラ
に
会
う
こ

と
を
考
え
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
タ
や
春
休
み
・夏
体

み
。冬
休
み
等
の
長
期
体
み
（特
に
夏
休
み

不

易

流

行

が
中
心
）
を
使

っ
て
、ゴ
リ
ラ
を
飼
育
し
て

い
る
動
物
園
を
１
９
９
８
年
～
２
０
０
１

年
の
４
年
間
か
け
て
訪
れ
て
い
る
。
栗
林
公

園
動
物
園
（４
固
）
、愛
媛
県
立
と
べ
動
物
園

（２
回
×
東
京
都
上
野
動
物
園

（２
回
×
福

岡
市
動
物
園

（２
回
）
、京
都
市
動
物
園

（２

回
）
、名
古
屋
市
立
東
山
動
物
園
、鹿
児
島
市

平
川
動
物
公
園
、
日
本

モ
ン
キ
ー
セ

ン

タ
ー
、
日
立
市
か
み
ね
動
物
園
、
浜
松
市
動

物
園
、
静
岡
市
立
日
本
平
動
物
園
、
札
幌
市

円
山
動
物
園
、
仙
台
市
八
木
血
動
物
公
園
、

千
葉
市
動
物
公
園
各
１
回
と
日
本
国
内
の

ゴ
リ
ラ
を
飼
育
し
て
い
る

１４
動
物
園
を
２４

回
訪
間
し
て
い
る
。
　
　
つ
づ
く（三
谷
秀
樹
）



「法の郷いきいきまつり2024」開催

争

法
の
郷
づ
く
り

。
ふ
れ
あ
い
交
流
室

ド
づくり

コミュニテイくピ抽選書

ログラフトづくり(無料)東小川児童センタ
Lエプロンシアター・

絵本の読み間かせ。紙芝居

・まちライブラリー利用カード発行
口児童書 リユースコーナー ※ご自由にお持ち帰りください

・食改さんのばらずし。きつねずし

・南保育所のフライドポテト

・ お茶、ジユース各種 (ペプン)
・藤ちやんの骨付きどり(おや。わか)※試食・冷凍食品販売

・ にじいろベーカリーパン

・ひらたやさんのフィッシュバーガー

・ 」A香川飯山の赤飯
ヨ」A香川飯山の焼きとり。ポップコーン
ロ特産品加工開発研究のお惣菜
日地元野菜  ・ふじみ国のお花

駆 第 サド拭二長猪 ~練 呻

パげ―&イ ペント
ヽ

平ッズ]― す―

・ こどもお楽しみコーナー

(駄菓子・ヨーヨーつり)
・めだかすくい票こ′朝体醸

0法の郷′ム`田駐車場

・ パトカー  ・ 自パイ  ・消防車

鍮 癬 頭
『白硬高生JX『こモわW麺や』コラボ商品 !

『冥塞異冥i!ギ看Bl既 X『サけうピた』600円

か
|お

                    

―
:||lill::||

か 0
いつでもザ77ェ

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに「ふれあい交流室だより』を掲載しています。
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う、祇ちに1交 流 室 イベ ン ト

漁Rコッア査員:石ut
つくっ(貿

"ヽ

ギi!

文 化
・法の郷書道教室

・切り絵ピーチグラブ

・飯山写友会フォト桃源

・華月会
日手編クラブ

・法の郷俳句会

嘱
日飯山南小学校

・飯山中学校美術部

・飯山高校書道部

・警道教室めだか

・飯山こども園(45歳児)
・飯山南保育所(45歳児)

「お策鷹」500円

12:00～ 14:00

(飯山南茶道部) 留●

和 室

丸亀市健康繰

「血管老化慶測定J

ア五 問 フ

・フリーマーケット

・福祉ママのチャリティバザー

・フジ移動スーパー「おまかせくんJ

讃ll支法勲寺太鼓

飯山おじょも太鼓

開会式

浦安の舞(八坂神社・八幡神社)

リズム体操

飯山南太種挙クラブ

飯山南小学校音楽・ダンスクラブ

アロハフラマカニ

3B体操飯山クラブ。3B楽々体操

大正琴グー

休憩

飯山南空手道教室

坂本念仏踊保存会飯山中学校伝承教室

プアナニコワカ・フラスタジオ

飯山高校書道パフォーマンス

wth書道数室めだか。法の郷書道教室

飯山中学校吹奏楽部

閉会式

コミくじ拍選会

9:50
10:10
10:30
10:45
11:00
11:15
11:30
11:45
12:OO
12:30
12:45
13:05
13:20

*イベントは飯山高校の放送部とコラボレーションします。

唾 外 イペ ン ト

9:30

13:40
14:00
14:10

『み米100g手げサリ」チィレンジ ⑬

r石ヰ惑 し`交流室 Ⅷ
呻●ふらっと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間を過ごしませんか

お友達やご近所さんと一緒にお越しください

※今月は、お菓子、コーヒーはありません

締切り:10月 25日 (金 )

0朝市・フリーマーケット
10月 27日 (国 )い きいきまつりで開催します
地元農家さんの採れたて新鮮野菜

手作り小物・多肉植物・日用品など販売予定

10月 31日 (木 )
9日寺́Ψ10日寺

参力□費 :300円

活
　
用
　
班

●じどせんのおねえさんといつしょ
10月 16日 (水 )
40日寺30分-11日寺
「ハロウインであそばう」
～魔女とハロウィンごつこをしよう～

●移動図書館車かめまる号

10月 10日 (木 )
10日寺30分～ 11日寺30分

●焼き菓子の販売

〔パン・焼き菓子工房らば】
10月はお休みです ri■ rl l.

―ト

●法ちゃんくらぶ

10月はお休みです

ゞ
り
1拿鶏史
リ

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー



〔Jヽ    くすぎ

宝赤†ゃた

切り干し大根の酢の物
切り干し大根はさつとゆでると

くさみがなくなります。

宝
赤
ち
や
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス■材料 (2人分)

切
'り

干し大根 ……

きゅうり 。………… 1

人参 ・…… … …

酢 ……
薄□醤油

砂糖 …
白ごま…

20g
1/2

1/3

大さじ1

大さじ1

」ヽさじ1

」ヽさじ1

林チヨ子さん

林フジエさん

■作り方

0切り干し大根はさつとゆでて、流水にさらし、
よく水気をしばって食べやすい長さに切る。

②きゅうり、人参は細切し)にする。

0ボウルに酢、薄□醤油、砂糖を入れて混ぜる。
O③に①、②と白ごまを加えてよくあえる。

●対象者

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん

0応募できる方
赤ちゃんの父母または養育者

●お申し込み方法

誕生月の前日1日まaこ、件名を「宝赤ちゃんJ とし、
下記の必要事項をご記入のうえ、メールまたは窓ロヘご持参くは凱比

●必要事項
・赤ちゃんの氏名 6、りがな)、 性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

0応募メールアドレス 図 hannan‐ c@mf.pikara.ne.ip

FOCUS 7オ カ孝

健康ウォーク
ー 第 2日曜日6時 45分集合 一

朝6時45分、コミュニティセンダーに

集合し、準備体操のストレッチを入

念にして、健康ウォーダヘ出発で

す。

朝のさわやかな空気の中の

ウォーキングはまた格別。おしやべ

りしながら歩くのもよし、周りの景

色を愛でながら歩くのもよし、ペー

スを自分で決めながら歩くのもよしです。

国道438号のバイパスエ事現場を横切り、コミュニ

ティだよりでも紹介した岡2号池を左手に見ながら進

みます。

遊歩道に出ると、折り返しの大窪池の南端でしばし

の休憩をとります。そこから坂を下つて大窪谷を通り、

ゴミを拾いながらコミュニティセンダーヘ戻ります。

牧歌的な雰囲気の中、絵の

中を散歩しているような気分

です。

いかがでしょう、健康のため

でもあり、四季の彩りの中の

絲

ベストショット
待ってま～す炉

■、6狛
No.

049
切池中尾自治会

縁があり、同じ自治会の同じ名字の家に嫁いだチヨ

子さんとフジエさんは、6人兄弟の長女と次女、年の差
12歳の姉妹です。楽しく小気味よい会話をされるお二

人に取材。

姉チヨ子さんは、若くしてご主人を亡くし、幼い2人

の子どもを育てるのに懸命に働きました。50歳まで
シームレスに勤務。その後80歳までンルバーに登録
し、小学校で放課後こどもの見守りなどをされたそう

です。

妹フジエさんは、脳卒中で倒れたお姑さんの世話が

一番の苦労だつたそうです。理容店はご主人に任す

も、家のことや小学生だつた2人の子の世話をチヨ子さ

んに助けてもらい、本当に有難かつたと。そして、これか

らも身体が動く限りお客さんとの触れ合いを大事に働

きたいと。

二人とも毎日一緒にウォーキングをするなど健康に

は気を付けています。そして、87歳のチヨ子さんを中心
に、4人姉妹の一番の楽しみ。毎年の秋の旅行に、◆年

,〒〒

=〒

「

し

1否安F可 諧 什 II.● 森
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マザーゲース「ハロウィンパレー同
10月27日 (日)※選挙による日程変更あり

子ども向け英語語座「マザーダース」で毎年恒

例のハロウィンパレード。お話を聞いた後、近所

のお店に出かけよう!仮装してきてね。(要申込)

飯山南コミュエティセンターの「法の郷いきいきまつり」に児重セン

ター職員がクラフト作り等で参加します。みんな来てね!

ヽ ,

飯山少年野球クラブ

「第41回おじよも旗争奪少年軟式野球大会」
8月 24日 (土 )・ 8月 25日 (日 )

【優 勝】丸亀
'成

東少年野球クラブ

〔準優勝】飯山少年野球クラブ

飯山少年野球グラブ>
ら ｀

フ   HANZANrvAINA' COr r uNITY ruAAGAZINE No 12712024 10】

ハ

えOP4 0Cと 0♭ tr     、平

3日 (本 )…・親子体操

9日 (水 )―・避難・消火訓練

12日 (土 )・―つくつてあそば !!

《グラフト教室/すすきみみずく》(要申込)
・出前講座「じどせんのおねえさんといっしょ」

(飯山南コミュニティセンダーにて)
・ツボ押しと体操
・ファンダジーに」作紙芝居》
・マザーグース

《英語であそば/ハロウィンパレード》(嬰申込)
30日 (水)…移動図書館かめまる号がやつてくる

31日 (木 )・…トライアングル《子育て相談》(嬰申込)

【11月初めの行事〕
フ日(木)中●親子体操

9日 (土 )・―つくつてあそば!!

図書館うさざ

束′JWil児重センター 奮 (0877)56-8778

`凸
仏、L五
―

囁
ぜん守群移

予 贈
む

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

４０
月
に
な
り

体
を
動
か
す
に

は
良

い
時
季

に

な

っ
て
き
ま
し

た
。
１０
月
は
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

「私
の
健
康

ア
ッ
プ
宣
言
」
の
取
組
局
間
で
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
渚
で
少
し
運
動
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

エ
レ
ベ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
階
段
を
使
用
す

る
、
い
つ
も
の
散
歩
を
少
し
早
足
で
歩
い
て

み
る
＼
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を

す
る
な
ど
、
少
し
の
意
識
で
運
動
が
で
き
る

の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生
活
だ
よ
り

強
∵
転 16日 (水 )

17日 (本 )

26日 (土 )
27日 (日 )

い
ろ
い
ろ
な
性
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
方

「警
察
官
に
な
り
た
い
」
「花
屋
さ
ん
に

な
り
た
い
」
こ
う
言
っ
た
ら
き
っ
と
あ
な

た
は
応
援
し
て
く
れ
る
よ
ね
。
な
ら
、
「女

の
子
に
な
り
た
い
」
「男
の
子
に
な
り
た

い
」
こ
れ
も
応
援
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
？

な
り
た
い
自
分
に
な
る

た

め

に
頑

張

る
人

は
、

み
ん
な
等
し
く
輝

い
て

い
る
よ
。

ォ，
イゴ
，

募

金

の

お

願

い

自
治
会
未
加
入
の
皆
様
ヘ

交
番
だ
よ
り

全
財
産
を
失
う
危
険
！

警
察
官
を
編
る
特
殊
詐
欺
の
電
話
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

手
□
と
し
て
は
、

①
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

「こ
の
電
話
は
２
時

間
後
に
止
ま
る
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
う
と
官
公
庁
を
名
乗
る
者

に
繋
が

っ
た
後

「あ
な
た
名
義
の
電
話
が

犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
被
害
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
警
察
に
替
わ

る
」
等
と
言
わ
れ
る
。

②
偽
警
察
官
に
電
話
が
繋
が
り
、
以
後
の
連

絡
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
切
り
替
え
、
警
察
手
帳

や
捜
査
書
類
な
ど
の
写
真
を
送
付
し
て
話

を
信
じ
込
ま
せ
る
。

③
最
終
的
に
は

「□
座
の
調
査
が
必
要
＼
預

金
を
金
額
こ
ち
ら
の
□
座
に
移
し
て
」
等

と
理
由
を
付
け
て
お
金
を
編
し
取
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

『不
安
を
煽
る
よ
う
な
お
金
の
話
』
は
、

詐
敷
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
未
加
入
の
皆
様
宅
へ
、
「赤
い

羽
根
共
同
募
金

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

の
協
力
依
頼
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
員
が
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
金
額
は
、
両
方
併
せ
て
１
０
０
０
円

で
す
。
募
金
い
た
だ
い
た
お
金
は
地
域
福

祉
渚
動
と
し
て
県
募
金
会
か
ら
地
域
へ
分

配
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

豊

6
紳

・ケ

ど‐
冽
「．一イ

醸良
ュ
Ｅ
■

「鵡

一

さ
一

警
察
相
談
電
話
金

♯
９
１
１
０



カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

176

18o ・ 介護予防のための体操教室

19o ・ 防災訓練 上法軍寺自治会長・防災部合同会

ω
掲載ページ

お
パンの日

●にじいろカフェ紅山

・ 八幡神社大祭

tw
かめまる号

>E=
青パト巡回日

1●

20

36

40

50

60

フ0 体館日

8●

90

100

110

120

霧30

140

15● 休館日

160

・ あいさつ運動(文化育成部)
。「私の健康アップ」開始

20(〕

21o 休館日

22●

230

狙=   24●
>E=    25(9

とw    260
・ 法の郷いきいきまつり2024

(選挙による日程変更あり)

休館日

・「私の健康アップ」最終日

]27(〕

280

・ 地域いきいき講座 ・ 健康相談     ぉ
●じどせんのおねえさんといっしょ ●敬老会参加申込締切

29● 〕E宝

300

316 ●ふらつとTea Time CD
11/20・

言 評 5τ老己塁 楽咽
11/100・ 飯山南地区敬塗

11/170・ 防災訓練 (上法軍寺)  11/300・ ふれあい食堂

https://hannan‐ c口net/

・ 健康ウォーク(845)、ペタンク(10:00)

・ 八坂神社大祭

スポーツの日

体館日

香
川
県
下
は
フ
月
１９
日
、梅
雨
明
け
発
表

か
ら
８
月
１８
日
ま
で
の
間
、
一
切
雨
が
降
ら

ず
、過
去
最
長
２５
日
連
続
し
て
３５
度
以
上
の

「猛
暑
日
」
、観
測
記
録
を
更
新
す
る
暑
さ
と

な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
１９
日
に
は
２０
ミ
リ

近
く
の
雨
が
降
り
、樹
木
や
野
菜
に
は
恵
み

の
雨
で
し
た
。

公
園
管
理
部
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
日
程
を
組
み
、草
木
や
花
道
べ
の
水

や
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
、都
∈
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

８
月
に
入
り
、樹
木
の
水
や
り
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、自
動
潅
水
装
置
の
水
道
管

接
続
や
ホ
ー
ス
回
の
改
良
、
ス
プ
リ
ン
グ

ラ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
・８
・９
月
の
３
回
、
夏
の
車
繁
る

時
期
に
合
わ
せ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
声
を
か

け
、
公
園
の
草
抜
き
を
行
い
ま
し
た
。
８
月

は
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
も
参
加
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
草
抜
き
後
は
、
食
堂
班
に

よ
る
デ
ザ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
方
、公
園
イ
ベ
ン
ト
部
は
８
月
２４
国
に

「法
ノ
リ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
、原
川
エ
ン
マ
堂
保
存
会
の
皆
さ
ん
協
力
の

も
と
、
「三
つ
拍
子
。し
か
し
か
踊
り
」
な
ど
の

披
露
や

「
一
合
ま
い
た
。飯
山
音
頭
」
の
総
踊

り
、縁
日
コ
ー
ナ
ー
等
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
法
の
郷
公
園
初
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）
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猛
暑
続
き
の
中

法
の
郷
公
園
管
理
と
初
耳
ベ
ン
ト

地
域
の
様
子
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